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看護職が行う健康相談における看護の 機能と課題
- 健康相談に関する文献検討を通 じて -

丸 谷 美 紀 ( 千葉 大学 大学 院看護学研 究科)

本研 究の 目的 は
, 看護 職者が 行う健康相 談に 関す る文献検 討を通 して ∴ 健康相 談で援 助が 必要 な事楓 援 助内容

,
成 東

健康相 談の 課題 を調 べ
,

健康相談 にお ける看護 の 機能 と課 題を明 らか に する こ とで ある
｡

医学 中央 雑 誌 w eb 版 (1 9 9 9
-

20 0 4) ,
0 払 C 千 葉大 学 蔵書検 索 に より 選 定 した 国内34 文献 と , C I N A H L w e b 版 (1 9 9 5 -

2 0 0 4) ,
D is s e rt a ti o n A b s t r a c t i n t e r n a tio n al (2 0 0 3 - 2 0 0 4) に よ り選定 した海外16 文献を精読 した ｡

その 結果 , 健 康相 談に お け る看護 の 機能 と し て
, 次 の こ と が 明 らか に な っ た

｡ 多様な 発達段 階 と健康 レ ベ ル にあ る対象者

が
,

社 会生活や 環境条件 と 調和を図り なが ら自分 ら し い 生活 を営む た め に
, 本 人 ･ 家族 に 支援が 必 要 な事 柄を明 らか に し

,

信頼 関係 を構築 し つ つ
,

本人 ･ 家族が 主体的 に解決で き る 方法 を見出す こ と を援助する
｡ 援助 の 際 には

,
健康相談 の 場 の 特

性 に応 じて
,
本 人 ･ 家 晩 ま た は 地域全体 の 健康問題 - と発展 させ て援助す る

｡ そ の 結果, 本人 ･ 家族の 健康状態や 生活習

慣が 改善 し, 生活 が碓 持 され
,

さ ら には
,

地域住民全体 の 疾病予 防が で きる ｡

課題 と して
,

健康相 談技術 の 改善に 向けた 生 活実態 の 把撞 と実行可能 な対 処方法の 検札 及び
, 社会的条件の 改善 に向け

て健康問題 を政 策 へ 提 言する こと が あ げられ る｡

K E Y W O R D S : h e al th c o u n s eli n g ,
n u r si n g fu n cti o n

,

n u r s l n g C h all e n g e ,li t e r at u r e r e vi e w

I . 緒 言

近年, 我が 国で は , 在院 日数 の 短縮化 に伴 い
,

治療
･

処置に 伴う問題 や 傷害な どを抱えな が ら
, 在宅療養や外

来通院する 者が 増加して い る｡ こ の た め
, 外来看護で の

相談 ･ 調整役割の 拡充と
, 在宅療養指導室 の 整備 や在宅

療養指導料加算 な ど対策強化 が 提言 さ れ て い る ｡ ま た
,

生 活習慣病の 増加 ･ 育児不安や 児童虐待な どの 健康問題

の 浮上 か ら
,

産業保健 ･ 公 衆衛生看護 で の 相談
･ 教育的

対応 の 拡充が 求め られ て い る ｡

こ の よう な看護の 役割拡充の 必 要性 に対 し
, 看護職者

の 相談 に 関す る 援助技術 は充分確 立 さ れ た と は言えず
,

特 に対象者 の 家庭生 活が把握 し にく い 場 で ある外来や 健

診場面 で の 相談技術 の 充実が 課題 と な っ て い る ｡

こ れま で
, 看護職者が 行う健康相談 に関する 研究 は数

多くな さ れ て き た が, 外来看護や公衆衛生看護な ど
,

健

康相談 が 行 わ れ る場 ご と に研究 が な さ れ て い る ｡ 従 っ

て
, 全体 と し て

,
どの よう な事柄 に対 して

,
どの ような

援助が 提供さ れ , どの ような成果 が得 ら れ
,
何 が 課題 と

して 残さ れ て い る か
,

即ち
,

看護職 が行う健康相談全体

にお い て
,

どの よ うな看護 の 機能 が な さ れ
, 何 が課題 と

な っ て い る か はまと め ら れ て い な い ｡

そ こ で
,
看護職者が行う健康相談に 関する文献検討 を行

い
, 過去の 研究によ っ て 得ら れた 知見 を統合 し

, 看護の 機

能と課題を明らか にする こ と は意義ある こ とと 考える ｡

Ⅱ. 目 的

看護職者が 行う健康相談 に関す る 文献検討 を 通 し て
,

健康相談 で 援助が 必要 な事柄, 援助内容, 成果, 健康相

談の 課題を調 べ
, 健康相談 に お け る看護 の 機能と 課題を

明ら か にす る｡

〔用語 の 定義〕

･

健康相談 : 対象者 と相 談担当者が
,

対象者の 家庭外

で
, 主と し て 対話を通 し て

,
対象者が 主体的に生活を

営む 力を高め て い く援助

･

看護 の 機能 : 対象者 にと っ て 援助が 必要な事柄を明 ら

か に し
, 援助を提供 し, 対象者 に肯定的な変化をも た

らす こ と ｡
つ まり , 本研究 で は

, 看護の 機能を
,

援助

が 必 要 な 事柄 , 援助内容 , 成果の 3 つ の 要素 で 捉える｡

Ⅲ. 方 法

1 . 文献検索方法

1 ) 国内 に お け る健康相談 に 関する 文献

医学中央雑誌 w eb 版を用 い
, ｢ 看護｣ の 分類 で ｢保健

指導｣ ｢ 看護相談｣ ｢ 健康診断｣ の 3 つ の フ リ
ー

キ
ー

ワ
ー

ドを用 い
, 過去 6 年間 (1 9 9 9 - 2 00 4年) の 文献を検索す

る ｡ ｢ 健康診断｣ は 健康診断後 に健康相談 を 実施 し て い

る 場合 が 多 い こ と か ら含 め た
｡ ま た

,
検索漏れ を 防ぐ

た め に看護学及び 健康相談 に 関連す る雑誌及 び学会誌 と

して ｢ 日 本地域看護学会誌｣ ｢ 日 本看護科学会誌｣ ｢ 日本

看護学会論文集｣ ｢ 日本公衛誌｣ ｢ 看護｣ ｢ 看護展望｣ ｢ 公

衆衛生｣ ｢ 保健師ジ ャ
ー

ナ ル ( 旧保健婦雑誌)｣ を総覧す

る｡ さ ら に O P A C 千葉大学蔵書検索を用 い
,
｢ 相談｣ の

受 理 ‥ 平成17 年6 月22 日 A c c ep ted ‥J u n e . 2 2 . 2 0 0 5 .
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フ リ
ー

ワ
ー ドで

, 健康相談 に関す る文献 を検索する ｡

2 ) 海外 に お け る 健康相談 に 関す る文献

c I N A H L w eb 版 を 用 い
,
｢b e alth c o u n s eli n gJ ｢h e alth

s c r e e n i n gJ ｢ n u r si n g｣ の 3 つ の フ リ ー キ
ー

ワ
ー ド で

･ 過

去1 0 年間 (1 99 5
- 2 0 04 年) の 文献 を 検索す る ｡ ｢h e alth

s c r e e n i n g｣ は健康診断 に伴 い 健康相談 を実施 して い る可

能性を考慮 し て 含 め た｡ 検索結果で
,

公衆衛生 看護 に 関

す る健康相談の 文献数が 少なか っ た た め
, ｢ H e alth e d u

-

c ati o n J ｢p u bli c h e alth n u r si n g｣ を追加 した
｡ さ ら に D i s s e r

-

t ati ｡ n A b st r a c t i n t e r n a ti o n al を用 い
, 過去 2 年間 (20 0 3

-

20 04 年) の 博士論文 の タ イ ト ル と 要旨を概観 し, 健診 ･

健康相談 に 関す る文献を検索する ｡

3 ) 選定基準

国内 ･ 海外共 に
, 表1 の 基準 を用 い て 文献 を選定す る｡

2 . 分析方法

保健医療制度 や 文化的背景が 異 な る こ と か ら , 国内
･

海外 の 別に 分析を行う｡

1 ) 各文献 で
, 研究 が 行わ れ て い る 健康相談 の 場 ( 以 下 ,

健康相談の 場) を読み 取り
,

分類す る ｡

2 ) 健康相談の 場毎 に
, 各文献 で 研究 に よ っ て 得 られ た

知見を読み 取り,
そ れ ぞ れ簡潔 に文章化 し

, 健康相談

の 機能の 要素と 課題 に分別す る｡ さ ら に類似する 知見

を統合する ｡

3 ) 各健康相談の 場 にお け る知見を概観 し, 全健康相談

の 場 に共通す る知見 と
,

各健康相談の 場 に特徴的な知

見 に分別す る｡ さ ら に
,
健康相談 の 機能の 要素 と課題

ご と に
, 知見 の 性質を読み取り端的 に文章化す る｡ こ

れ を カ テ ゴ リ ー とす る ｡

表 1 文献 の 選定基準

看護職 者が 行う健 康相談 に関す る研究｡

対象 者の 家庭 外 で
,

対話 で 行わ れ る 健康 相談 に 関す る

研究｡

健康相談の 壕が 明確 に記述 さ れ て い る ｡

研究 に よ っ て 得 ら れ た 知見 と して
,
援 助が 必要 な 事柄,

援助 内容, 成果. 健 康相 談の 課題 の い ずれ か が 明確 に

記述 され て い る
｡

健 康相 談の 場, 調査 方法,
分析 方法

,
健康相 談 の 対象

者 の 健康 レ ベ ル
, 発達段 階,

追究 して い る 事象は 限定

しない
｡

調査対象者は
, 看護職者また は健康相談 の 対象者とする ｡

健康相 談の 教育方 法 に関す る研究は 除く｡

Ⅳ . 結 果

1 . 国内に おける健康相談に関する 研究から得られた知

見 (巻末文献
一 覧)

医学中央雑誌 w eb 版 を 用 い た 文献検索 と雑誌及び 学会

誌の 総覧か ら得 られ た20 4 文献か ら重複文献 を除き,
3 3 文

献 を選定 し た｡ さ ら に O P A C 千葉大学蔵書検索を用 い て

検索 し た 6 文献を精読 し
,
研究結果 を詳細 に記載 し て あ

る 1 文献を選定 した ｡

選定 し た 文献 にお け る健康相談 の 場を読 み 取 っ た 結

莱
,
医療施設, 産業, 学校 , 公衆衛生 に分類され

,
以下

,

健康相談の 場 ごと に知見 の 内容 を () で 示す ｡

1 ) 各健康相談の 場 で 得 ら れ た 知見 (表 2 )

(1) 医療施設

援助が 必要な事柄 は ( 1 疾患の 治療 に 関す る相談 へ の

支援) ( 2 家族や介護者 の 支援) の 2 つ で
, 外来看護 の 相

談機能拡充 ･ 確立の た め の 基礎的研究等か ら得 られ た ｡

表 2 研究 に よ っ て 得 られ た知見 ( 国内)

注 : 表頭の ｢ N n｣ は巻末文献 一 覧のN Q
,

表中の ｢要援助｣ は

援助 を要す る事楓 ｢課題｣ は健康相談 の 課題を示す｡

分類 知 見の 内容 NQ

医

痩

揺

三 ′し

ロ又

要援助
1 疾患 の 治療 に 関す る相談 - の 支援 3 .4 .5 .6

2 家族や 介護者 の 支援 3 ヰ 5 .6

援助

内容

3 患者 の生 の 価 値付 け 1

_
4 傾聴 . 共感 . 不安 の 受け止 め

i
.

3
.

9
.

12
.

1 3

5 個 別的な目 標 の 設定 と共 有 3 .ll

6 身体 的ケ ア の 提倶 田
7 各治療時期に 応 じた援助 7 .8 .ll

8 患 者の 決定 の 尊重 7

9 成功例の 提示 田
10 他 へ の 相談 . 紹介 . 照 会 2

･ 成果

ll 不 安の 軽減 と希望 の 保持 2 .9

1 2 入院防止 6

13 患 者の 状態改善 6

14 介護者 の 痴呆や 介護 の 受容 四

課 題

15 相 談室な ど の 施設や 人員体 制の 整備 9 .ll

1 6 職能団体 と して 人材 育成の 取り組み 6

1 7 地域資源情報 の提供 と 連携 6 .l l .1 3

1 8 患者 と家族 の 個 別の 状 態に 応 じた支援 8 .l 1 .l 3

産

莱

要援助
1 9 疲労を感 じて も健康と捉える認識 の改善 16

2 0 健康的な生活習慣の 関連要因の 充足の 支援 15 .2 0

援助 21 計画 的な指導 プ ロ グ ラ ム の 開発 14 .1 8 .2 0

成果
22 検査結果 . 体 重 の 改善 14 .1 8 .2 0

2 3 生活 習慣 の 改 善 18
.

2 0

課題

24
生 活環境 の 具体的な 把握 と実践可 能な

14
.

1 5
.

1 8
解 決策の 検討

25 健 康に 対す る認識 の 把捉 と改 善
14 .15 .

1 6 . 謝

学

校

要援助
26 成長に 伴う検査値 の 経 過観 察 囚
27 生活指導 の 充実 El

援助 28 個別指導と多職種との連携を組み合わせた活動 E]

成果
29 担任

.

保護者 と の 連携確 立 EI
30 症状緩和 E]

課題 31 個別の 成長や生活状況 に即 した健康相談 21
.

.

22

公

衆

衛

坐

要援助
32 育児相談 . 母子 の 交流な ど の 充実 24

.

25

3 3 疾病予 防関連要 因の 充足 の 支援 23
.

3 0
.

33

援助

内容

34 個 人の 問題 の 家 族 . 地域 へ の 発展 28
.

3 2
.̀

33

3 5 養 育問題 の 把捉 田
36 多職種

.

多機関
.

多事業 と の 連携 27
.

31

3 7 本音を引き出し
,
気持ちを中核に した援助 26

.

31

成果

38 家族全体 の 健 康問題 の 改善 田
39 診療 費上昇の 抑制 田
40 対 象者 の 健 康に 対す る意識 の 向上 . ⊥司

課題

41 地域特性 を踏まえた 事業 の 実践 田
42 育児 に 自信を持た せ る援助 E]
43 実 行可能な目標 設定 と支援 の 継続 田
44 家族を単位と した 援助 の 推進 23

4 5 専 門機関との 連携 33
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援助内容 は ( 3 患者 の 生 の 価値付 け) ( 4 傾聴
･

共感
･

不安の 受 け止 め) 等 の 8 つ で
, 看護相談場面の カ ウ ン セ

リ ン グ効果 に 関す る研究等か ら得 ら れ た｡

成果 は ( 11 不安 の 軽減 と希望 の 保持) ( 12 入院防止) 等

の 4 つ で
,

外来看護の 相談機能拡充
･

確立 の た め の 基礎

的研究等か ら得 ら れ た ｡

健康相談 の 課題 は ( 15 相談室な どの 施設 や 人員体制の

整備) ( 16 職能団体 と し て 人材育成の 取り組み) 等 の4 つ

で
, 外来看護個別相談 ･ 指導の 成果 に つ い て の 看護職者

の 認識 に関す る研究等か ら得 ら れ た ｡

(2) 産 業

援助が 必要な事柄 は (1 9 疲労を感 じて も健康と捉える

認識 の 改善) (20 健康的な生 活習慣 の 関連要因の 充足 の

支援) の 2 つ で
,

産業社会と い う文脈 か ら 見た健康文化

に関する 研究等 か ら 得 られ た ｡

援助内容 は (21 計画的な指導 プ ロ グ ラ ム の 開発) で
,

勤労男性 の た め の 系統的健康 ･ 栄養教育 プ ロ グ ラ ム の 有

効性 に関す る研究等 か ら 得 られ た｡

成果 は (2 2 検査結果 ･

体重 の 改善) ( 23 生 活習慣 の 改

善) の 2 つ で
,

肥 満者に 対す る保健指導 の 効果 に 関する

研究等か ら得 ら れ た ｡

健康相談 の 課題 は (2 4 生 活環境 の 具体的な把握 と 実践

可能な解決策 の 検討) ( 25 健康 に対する 認識 の 把握 と 改

善) の 2 つ で
,

産業保健師が 短期介入 し た事後指導 の 効

果 に関す る研究等 か ら 得 られ た ｡

(3) 学 校

援助が 必要 な事柄 は (2 6 成長 に伴う検査値 の 経過観

察) (2 7生 活指導の 充実)
､
の 2 つ で

, 思春期 に お け る総

コ レ ス テ ロ ー

ル の 推移 に 関する研究等か ら得 ら れ た｡

援助内容 は (28 個別指導 と 多職種 と の 連携 を組み 合 わ

せ た 活動) で
, 気管支唱息学童の 学校生活 に関す る研究

か ら得 ら れ た ｡

成果は (2 9 担任
･

保護者 と の 連携確 立) (30 症状緩和)

の 2 つ で
, 気管支鴨息学童 の 学校生 活 に関する 研究等 か

ら得 ら れ た ｡

健康相談の 課題 は ( 31 個別の 成長 や生 活状況 に即 し た

健康相談) で
,

思 春期 に お け る総 コ レ ス テ ロ ー

ル の 推移

に 関す る研究等か ら得 ら れ た｡

(4) 公衆衛生

援助 が 必要 な 事柄 は (32 育児相談 ･ 母子 の 交流 な ど

の 充実) (3 3 疾病予防関連要因の 充足 の 支援) の 2 つ で
,

母親 の 乳幼児健診 へ の 期待 に 関す る研究等 か ら得 ら れ

た ｡ 援助内容 は (3 4 個人 の 問題 の 家族 ･ 地域 へ の 発展)

(3 5養育問題 の 把握) 等の 4 つ で
, 乳幼児健診 で 熟練保

健師が 用 い た看護技術 に 関する 研究等か ら得 られ た｡

成果 は (3 8 家族全体 の 健康問題 の 改善) (39 診療費上

昇の 抑制) 等 の 3 つ で
, 基本健康診査の 20 年の 歩み に 関

する 研究等か ら得 ら れ た ｡
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健康相談 の 課題 は (4 0 対象者の 健康 に 対する 意識の

向上) ( 41 地域特性を踏まえた事業 の 実践) 等の 5 つ で
,

高脂血 症 に 関する個別指導の 実態と 課題 に 関す る研究等

か ら得 ら れ た ｡

2 ) 全健康相談 の 場 に 共通する 知見の カ テ ゴ リ ー

全健康相談 の 場 に 共通す る 知見 は
, 表 3 に示す カ テ ゴ

リ ー に整 理 され た｡ 以下
,

カ テ ゴ リ ー を 〔 〕 で 示す｡

表 3 全健康相談の 場 に 共通する 看護 の 機能 の 要素と

課題 ( 国内)

注) 右枠 の 番号 は表 2 の 知 見の 番号 に対応

分類 カ テ ゴ リ
-

番号

要援助 本人 . 家族の 健 康推持 .

増進 の 支援 2 .19

援 助

内容

気持ちの 受容 . 意思 の 尊重 に よ る信 頼関係
3 .5 .3 4

構 築

目標 設定と ､ 助 言や 連携 に よ る問題解決 の 6 .9 .1 0 .

実施 28 .3 6

成果 患 者と家 族の 生 活 . 健康状態改善
ll .1 2 .2 2 .

2 3 .2 9 .4 0-

課題
生 活環境 や健康 へ の 認識 の 把撞 と実行可 能 15 .2 4 .2 5 .

な解 決策の 検討 27 .4 1

援助 が必 要な 事柄の カ テ ゴ リ ー は 〔本人 ･

家族 の 健

康維持 ･ 増進 の 支援〕 だ っ た ｡ 援助内容 の カ テ ゴ リ ー

は 〔気持ち の 受容 ･ 意思 の 尊重 に よ る 信頼関係構築〕

〔目標設定と
,

助言 や 連携 に よ る 問題解決の 実施〕 だ っ

た
｡ 成果 の カ テ ゴ リ ー は 〔患者と 家族 の 生 活

･

健康状

態改善〕 だ っ た ｡ 健康相談 の 課題 の カ テ ゴ リ ー は 〔生

活環境 や 健康 へ の 認識 の 把握 と 実行可能な解決策 の 検

討〕 だ っ た ｡

3 ) 各健康相談の 場 に特徴的な カ テ ゴ リ ー

各健康相談の 場 に特徴的な知見 は
, 表 4 に 示すカ テ ゴ

リ ー に 整理 さ れ た .

(1) 医療施設

援助 が 必 要な事柄 の カ テ ゴ リ ー は 〔療養 に 関す る相談

へ の 支援〕 だ っ た ｡ 援助内容の カ テ ゴ リ ー は 〔前向き に

療養を生 活に組 み込 む援助の 実施〕 だ っ た｡ 成果の カ テ

ゴ リ
ー

は 〔安心 した療養と
,

入院の 防止〕 だ っ た｡ 健康

相談 の 課題 の カ テ ゴ リ ー は 〔相談体勢
･ 地域 との 連携強

化と 情報 の 充実〕 だ っ た ｡

(2) 産 業

援助が 必要な事柄 の カ テ ゴ リ ー は 〔労働と 休息の 調和

の 支援〕 だ っ た｡ 援助内容 の カ テ ゴ リ ー は 〔組織的な健

康相談 の 実施〕 だ っ た ｡ 成果 と健康相談 の 課題の カ テ ゴ

リ
ー

は特徴的なもの はな か っ た｡

(3) 学 校

援助が 必要な事柄の カ テ ゴリ ー は 〔成長を踏まえた健康

維持 ･ 増進の 支援〕 だ っ た｡ 援助内容の カ テ ゴリ ー は特徴

的なもの はなか っ た ｡ 成果の カ テ ゴ リ
ー は 〔関係者と の 連

携 によ る健康支援の 確立〕 だ っ た ｡ 健康相談の 課題の カ テ

ゴリ ー は 〔成長や 生活状況 に即 した援助〕 だ っ た｡



表4 各健康相談 の 場 に特徴的な看護の 機能の 要素 と

課題 ( 国内)

注) 右枠の 番号 は表2 の 知見の 番号 に対応

分類 カ テ ゴ リ
ー 一番号

医
痩
施
昌 仙

丘又

要援助 療養 に 関する相 談 へ の 支援 1

援助 前向きに療養を生活に組み込む援助の 実施 4 .7 .8

成果 安心 した 療養 と､ 入院 の 防止 13 .1 4

課題 相談体勢 , 地域との 連携強化と情報の 充実 16 .1 7 .1 8

産
莱

要援助 労働 と休息の 調和 の 支援 20

援助 組織 的な 健康相談の 実施 21

学

校

要援助 成 長を踏まえた健 康維持 . 増進 の 支援 26

成果 関係 者 との 連携に よ る健康支援 の 確立 30

課題 成 長や 生活状 況に 即 し た援助 31

公

蘇

衛

坐

要援助 疾病予防に 関連する事柄の 充足 .

育児支援 32 .3 3

援助
問題 の 早期発見 と､ 個人 の 問題を家族 .

3 5 .3 7
地域 - 発展 させ た 援助 の 実施

成果 家族全体の 健康維持と地域全体の 疾病予防 38 ,3 9

課題
個人 . 家族の エ ン パ ワメ ン ト､. 専門機関と 42 .4 3 .

の 連携, 地域特性を踏まえた事業の 強化 44 .4 5

( 4) 公衆衛生

援助が 必要な事柄 の カ テ ゴ リ ー は 〔疾病予防 に 関連

する 事柄の 充足
･

育児支援〕 だ っ た ｡ 援助内容の カ テ ゴ

リ
ー は 〔問題 の 早期発見 と

,
個人の 問題を家族 ･ 地域 へ

発展さ せ た援助の 実施〕 だ っ た｡ 成果の カ テ ゴ リ
ー

は 〔家

族全体の 健康維持 と 地 域全体 の 疾病予防〕 だ っ た ｡ 健

康相談の 課題 の カ テ ゴ リ ー は 〔個人 ･ 家族の エ ン パ ワ メ

ン ト, 専 門機関と の 連携,
地域特性を踏ま えた 事業 の 強

化〕 だ っ た｡

2 . 海外にお ける健康相談に関する研究から得られた知

見 (巻末文献
一

覧)

c I N A H L w eb 版 を用 い て 検索 さ れ た11 4 文献か ら 重複

文献を除 い た1 6 文献と
,

D i s s e r t a ti o n A b s tr a ct i n t e r n ati o n al

を 用 い て 検索 し た 2 文献 を精読 して 1 文献 を選定 し た｡

健康相談の 場 は
,

医療施設
,

産業
,

学校, 公衆衛生, 伝

仰の 場に 分類 され た｡

1 ) 各健康相談 の 場 で 得 ら れ た知見 ( 表5 )

(1) 医療施設

援助が 必要 な事柄 は ( 1 健康的な 生 活習慣 によ る健康

増進) ( 2 対象者 の 沈黙の 理解) の 2 つ で
,

健康相談場

面 で の 対象者 の 反応 に 関する研究等か ら得 られ た ｡

援助内容 は ( 3 傾聴
･ 話を促す ･ 不安の 受け止め) ( 4

ポ ジ テ ィ ブ な将来 を築く) 等の 6 つ で , 患者を エ ン パ ワ

メ ン 卜す る健康相談 に関する 研究等か ら得 ら れ た｡

成果 は ( 10 疾病 の 早期発見) (11 健康的 な 生 活習慣)

等 の 3 つ で
, 糖尿痛性網膜症の ス ク リ

ー

ニ ン グ方 に 関す

る研究等 か ら得 られ た ｡

健康相談の 課題 は (1 3個人の 価値観や 保健行動強化因

子の 把撞 と 活用) (14 住民 の 気質 に応 じ た援助) 等 の 4

つ で
, 健康相談の 効果と 改善点 に 関す る研究等 か ら得 ら

れ た ｡

(2) 産 業

援助が 必 要 な事柄 は ( 17 人 種 ･ 民族 の 異なる勤労者の

表 5 研究 に よ っ て 得 ら れ た 知見 (海外)

注 : 表頭の ｢ NoJ は巻末文献
一

覧のNo . ,
エ は 英国 ,

フ はフィ ン ラ ン ド,

ア は アメ リ カ を示す｡ 表中の ｢ 課題｣ は 健康相 談の課題 を示す0

分類 知 見の 内容 Nユ

医

痩

施

号rL-

ロ又

要援助
1 健康 的な生 活習慣 に よ る健康増進 41 フ

2 対象者 の 沈黙 の 理解 38 フ

援助

内容

3 傾聴 . 話を促す
.

不安 の 受 け止 め
35 エ . 3 7 フ .

3 9 フ

4 ポ ジ テ ィ ブ な将来を築く 3■7 フ

5 生 活に 結び つ けた 助言 36 フ .3 9 フ

6 結 果の 説明や 教育 35 エ

7 他機 関と の 連携 35 エ

8 母国語を用い たり難解な用語を避ける 38 フ

9 専 門的な検 査 の 実施 35 エ

成果

10 疾病 の 早期 発見 35 エ

1 1 健康 的な生 活習慣 41 フ

12 主体 的な 問題解能力 の 高まり 36 フ

課題

･3
1
o,%

o'

B讐謂
や 保健行動強化 因子 40 フ

14 住 民の 気質に 応 じた援助 38 フ

15 患 者に 分か りや す い 話 し方 の 工 夫 39 フ

16 患 者に 話す こ とを促す技術 の 改善 39 フ

産

莱

要援助
･7 会笠ふ宝慧

の 異 なる勤労者 の 労働 42 ア

18 労災に 多い 障害 . 疾患 の 予 防 42 ア

課題

19 主治医 と の 連携 42 ア

20 労災予防教育 . 相談 の 充実 42 ア

21 労災以外 の 健康状態 の 確認 42 ア

学

校

要援助 2 2 要覧富男妄言琵盗塁
達す 硝 物 43 ア

課 題 23 莞彊蓋完慧軍票暮雲墓芸
防の た め 43 ア

公

衆

要援助

24 人種や 民族の 異 な る住民 の 健 診受 46 ア .4 9 ア

診阻害要 因の 排 除

25 移民者や 若年者 の 結核 に 関する 知 44 ア
.

4 5 ア

識 の 充足

26 青年期 の 健康相談 の 充実 48 ア

援助 27 服薬 と飲酒 の 弊害 に 関する 健康教 47 ア

衛

坐

内容 育

成果
28 喫煙等 の 生活 習慣の 改善 48 ア

29 服薬 と飲 酒に 関する 知識 の 習得 47 ア

課題

30 人種や 民族 の 異なる 住民 - の 保健 46 ア
.

4 9 ア

医療サ ー ビス の 改善

31 移民者 に 対する 結核 の 知識 の 普 及 44 ア

伝

仰

要援助
32 手術 や死 へ の 不安の 軽減 50 ア

33 医師の 指示の 理解 の 支援 50 ア

援助

. 内容

34 疾病の 早期発 見 と受診勧奨 50 ア

35 医師の 説明の 補填 50 ア

36 健康教 育 50 ア

37 祈 りに よ るス ピリ チ ュ ア ル ケ ア 50 ア

成果
38 早期受診 に よ る健康維持 50 ア.
39 医師の 指示の 理解 50 ア

課題 4 0 信仰 と医学的 な助言 の 不 一 致 4 9 ア

労働環境 の 是正) ( 18 労災 に多 い 障害
･

疾患の 予防) の

2 つ で
, 労災受診者 の 特徴 に 関する研究か ら得 られ た｡

援助内容 と成果 は得 ら れ なか っ た ｡

健康相談 の 課題 は (1 9 主治医 と の 連携) ( 20 労災予防

教育 ･ 相談 の 充実) 等 の 3 つ で
, 労災受診者の 特徴 に関

する 研究か ら得 ら れ た ｡

(3) 学 校

援助が 必要な事柄 は (2 2 高校 生 の 傷害事件 に関連す る

薬物乱用な どの 要因の 改善) で
, 高校 生 の 武器携帯の 指

千葉看会誌 V O L .l l N o . 1 2 00 5 . 6 49



標 に関す る研究 か ら得 ら れ た
｡

援助内容 と成果 は得 られ な か っ た
｡

健康相談 の 課題 は (2 3 高校 生 の 傷害事件発生 予防の た め

の 健康相談 ･ 教育 の 充実) で
, 高校生の 武器携帯 の 指標

に関す る研究等 か ら得 ら れ た
｡

(4) 公衆衛生

援助が 必 要 な事柄 は (2 4 人種や 民族 の 異 な る住民 の 健

診受診阻 害要因の 排除) (25 移民者 や 若年者 の 結核 に 関

する 知識 の 充足) 等 の 3 つ で
, 低所得黒人女性 の 妊婦健

診受診状況 に 関する研究等か ら得 られ た｡

援助内容 は (2 7服薬 と飲酒 の 弊害 に 関す る 健康教育)

で
, 服薬 と飲酒に 関する 保健指導 プ ロ グ ラ ム に 関す る研

究等 か ら得 ら れ た ｡

成果 は (28 喫煙等 の 生活習慣 の 改善) (29 服薬 と 飲酒

に関す る知識 の 習得) 2 つ で
, 青年期 の 健康相談の 効果

に関す る研究等 か ら 得 られ た ｡

健康相談 の 課題 は (3 0 人種や 民族 の 異 な る住民 - の 保

健医療 サ ー ビ ス の 改善) (31 移民者 に 対す る結核 の 知識

の 普及) の 2 つ で
,

ラ テ ン 系移民の 結核 に対す る知識 に

関す る研究等 か ら得 られ た ｡

(5) 信仰

知見 は 全 て p a ri s h n u r s e の 役割 に 関す る 研究か ら 得 ら

れ た｡

援助が 必要な事柄 は (3 2 手術や 死 へ の 不安の 軽減) (33

医師 の 指示 の 理解 の 支援) の 2 つ だ っ た｡

援助内容 は (3 4 疾病 の 早期発見 と受診勧奨) ( 35 医師

の 説明 の 補填) 等 の 4 つ だ っ た ｡

成果 は (38 早期受診 に よ る健康維持) ( 39 医師の 指示

の 理 解) の 2 つ だ っ た ｡

健康相談 の 課題 は (40 信仰 と 医学的な助言の 不
一

致)

だ っ た｡

2 ) 全健康相談 の 場 に 共通する 知見の カ テ ゴ リ ー

全健康相談 の 場 に 共通する 知見は
, 表6 に示す カ テ ゴ

リ ー に整理 さ れ た｡ 以下
,

カ テ ゴ リ ー を 〔 〕 で 示す｡

援助が 必要 な事柄 の カ テ ゴ リ ー は 〔健康維持
･

増進の

支援〕だ っ た ｡ 援助内容の カ テ ゴ リ ー は 〔気持ち の 受容
･

希望 の 保持 に よ る 信頼関係構築〕〔説明
･

助言や 連携 に

よ る 問題解決 の 実施〕 だ っ た ｡ 成果 の カ テ ゴ リ ー は 〔健

康維持と 生 活習慣 の 改善〕 だ っ た｡ 健康相談の 課題の カ

テ ゴ リ ー は 〔価値観や 強 みを活 か した援助 の 検討〕 だ っ

た ｡

3 ) 各健康相談の 場 に特徴的な カ テ ゴ リ ー

各健康相談の 場 に特徴的 な知見 は
, 表 4 に示す カ テ ゴ

リ ー に整理 さ れ た ｡

(1) 医療施設

援助 が 必 要な事柄 の カ テ ゴ リ ー は 〔対象者 の 主体的な

相談参加 の 支援〕 だ っ た ｡ 援助内容 の カ テ ゴ リ
ー は 〔対

象者 に分 か る 言語 に よ る 援助 の 実施〕 〔専門的検査の 実
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表6 全健康相談の 場 に共通する看護の 機能の

要素 と課題 (海外)

注) 右 枠の 番号は 表5 の 知見の 番号に 対応

分類 カ テ ゴリ
ー 番号

要援助 健康維持 , 増進の 支援 1

援助

内容

気持ちの 受容 . 希望の 保持に よる信頼関係構築 3 .4

説明 . 助 言や 連携 に よ る 問題解決 の 実施 5 .6 .7 .34 .35 .36

成果 健康維持 と 生活習慣 の 改善 ll .12 .28 .38 .39

課題 価値観 や 強み を活か した 援助 の 検討 1 3 .1 9

表7 各健康相談 の 場 に特徴的な看護の 機能の

要素 と課題 (海外)

荏) 右枠 の 番号は 表5 の 知見の 番号 に対応

分類 カ テ ゴリ
ー 番号

医

痩

施

= rt. .

要援助 対象者の 主体 的な相 談参加 の 支援 2

援助

内容

対象 者に 分か る言語 に よ る援助 の 実施 8

専 門的検 査の 実施 9

成果 疾病 の 早期発 見 10

,

==

塁
三

対象者 の エ ン パ ワ メ ン ト に向けて 気質に 14 .1 5 .

Rヌ.

応 じた 会話の技術 の 開発 16

産

莱

要援助
人種 . 民族の 異なる 勤労者 の 健康維持 .

1 7 .1 8
疾病予 防の 支援

課題 労災予 防と健康維持 の た め の 相談 の 充実 20 .21

学

校

要援助
高校生 の 傷害事件 に 関連す る薬物乱用な

22
ど の 要 因の 改 善

課題
高校生 の 傷 害事件発 生予防 の た め の 健康

23
相談

.

教 育の 充実

公

衆

衛

坐

要援助

人種
. 民 族の 異なる 住民 の 健診受診阻害

24 .25
要 因や 知識の 改善

青年期 の 健康相談 の 充実 26

援助

内容
服薬 と飲 酒の弊害 に 関す る健康教育 27

成果 服薬 と 飲酒に 関す る知 識 の 習得 29

.

:= =

重
人種 . 民族 の 異なる住 民 へ の 保健サ ー ビ

30 .3 1
ス の 改 善と知識の 普 及

伝

仰

要援助 疾病 の 予 後や 医療行為 へ の 不安の 軽減 32 .3 3

援助

内容
祈り に よ るス ピリ チ ュ ア ル ケ ア 37

■

: : =
≡ 信仰 と 医学 的を調和 させ た相 談の 開発 40

施〕だ っ た｡ 成果の カ テ ゴ リ
ー

は 〔疾病の 早期発見〕だ っ

た
｡ 健康相談の 課題 の カ テ ゴ リ

ー

は 〔対象者の エ ン パ ワ

メ ン ト に向 けて 気質 に応 じた会話の 技術 の 開発〕 だ っ た｡

( 2) 産 業

援助が 必要な事柄 の カ テ ゴ リ
ー は 〔人種 ･ 民族の 異な

る勤労者 の 健康維持 ･ 疾病予防の 支援〕 だ っ た
｡ 健康相

談 の 課題の カ テ ゴ リ
ー

は 〔労災予防と 健康維持 の た め

の 相談の 充実〕 だ っ た｡

(3) 学 校

援助が 必要 な事柄 の カ テ ゴ リ
ー

は 〔高校生 の 傷害事件

に関連する 薬物乱用な どの 要因の 改善〕 だ っ た｡ 健康相

談の 課題の カ テ ゴ リ
ー は 〔高校生 の 傷害事件発生予防の

た め の 健康相談 ･ 教育の 充実〕 だ っ た｡

(4) 公衆衛生

援助 が 必要な事柄の カ テ ゴ リ
ー

は 〔人種 ･ 民族 の 異 な

る住民 の 健診受診阻害要因や 知識 の 改善〕〔青年期の 健

康相談の 充実〕 だ っ た ｡ 援助内容 の カ テ ゴ リ ー は 〔服薬



と飲酒 の 弊害 に 関す る健康教育〕 だ っ た
｡ 成果 の カ テ ゴ

リ
ー は 〔服薬 と飲酒に 関する 知識の 習得〕 だ っ た｡ 健康

相談 の 課題 の カ テ ゴ リ ー は 〔人種 ･ 民族 の 異な る住民 へ

の 保健 サ ー ビス の 改善と 知識の 普及〕 だ っ た｡

(5) 信 仰

援助 が 必 要 な事柄 の カ テ ゴ リ
ー は 〔疾病 の 予後や 医

療行為 へ の 不安の 軽減〕 だ っ た
｡ 援助内容 の カ テ ゴ リ ー

は 〔祈り によ る ス ピリ チ ュ ア ル ケ ア〕 だ っ た ｡ 成果の カ

テ ゴ リ ー は 特徴的なもの はな か っ た｡ 健康相談の 課題の

カ テ ゴ リ ー は 〔信仰 と 医学的を調和 さ せ た 相談 の 開発〕

だ っ た ｡

Ⅴ. 考 察

1 . 過去の 研究に よ っ て 得られ た知見の 統合結果から読

み取れる 概念

過去の 研究 によ っ て 得 られ た知見を統合 した結果か ら
,

全健康相談 の 場 に共通する 原則的な援助の 展開 と
, 各健

康相談 の 場 に特徴的な援助の 展開が 読み 取 れ る｡

1 ) 全健康相談 の 場 に 共通する 原則的な援助 の 展開

結果 1 - 2 ) と 2
- 2 ) に示 した

, 全健康相談 の 場 に

共通す る知見 の カ テ ゴ リ
ー

を総合す ると
, 健康相談 の 原

則的な援助 の 展開 が 読み 取 れ た ｡ まず , 〔本 人 ･

家族 の

健康碓持 ･ 増進の 支援〕〔健康維持
･

増進 の 支援〕 と い

う
,

本人 ･ 家族の 健康維持 ･ 増進 に関 し て 援助 が 必 要な

事柄を明ら か に する
｡ そ し て 〔気持ち の 受容 ･ 意思 を尊

重 に よ る 信頼関係構築〕〔気持ち の 受容
･ 希望の 保持 に

よ る 信頼関係構築〕 に より信頼関係を構築 し
, 〔目標設

定と
,

助言 や 連携 に よ る 問題 解決 の 実施〕〔説明
･ 助言

や 連携 によ る問題解決 の 実施〕 と い う , 問題解決 に向 け

た 目標設定 と助言や 連携 に よ る 問題解決を行う｡ そ の 結

果 〔患者と 家族 の 生 活 ･ 健康状態改善〕〔健康維持 と 生

活習慣 の 改善〕 と い う , 本人 ･ 家族の 生 活習慣 ･ 健康状

態 の 改善と い う成果が 得 られ る ｡ そ して
, 健康相談 の 改

善 に 向 け て
, 〔生 活環境や 健康 へ の 認識 の 把握 と 実行可

能な解決策の 検討〕〔価値観 や 強み を活か した 援助 の 検

討〕 と い う
,

対象者の 個別性 に即 し て 実行可 能な対処方

法を検討する と い う課題をあげて い る｡

つ まり
,

次の よ う な健康相談 の 原則的な援助の 展開が

読み 取 れ た｡ 本人 ･ 家族 の 健康維持
･

増進 に関 して 援助

が 必 要 な事柄を明 ら か に し, 信頼関係を構築 し つ つ 問題

解決 に 向け た目標設定 と助言 や連携な どの 援助を実施す

る ｡ そ の 結果
,

本人 ･ 家族 の 生活習慣
･

健康状態が 改善

す る｡
こ れ は

,
問題 の 明確化 目標 の 設定, 解決方法 の

検討 ,
実施 の 評価 と い う ｢ 健康相談の 過程｣ ｢ 健康相談

の 進 め 方｣ と い う表現 で 看護学 の 文献 に示 され て い る も

の と 同様 の 展開方法 に , ｢ 家族の 支援｣ ｢ 連携｣ ｢ 家族 の

生活習慣
. 健康状態改善｣ が付加さ れ て い る｡ 健康相談

の 対象者 へ の 支援 を通 じて
, 家族の 問題も把握 し

, 関係

者と 連携 して
,

家族 の 生 活習慣
･

健康状態を改善す る と

い う機能も有 して い る こ と が 明 ら か に な っ た ｡

そ し て
,

健康相談の 改善 に向 け て
, 対象者 の 生活実態

を把握 し実行可能な対処方法を検討す る と い う課題が あ

る｡
こ れ は

,
看護学の 文献 にお い て健康相談 で 実践す る

内容 と して 既 に示 され て い る こ と と 同様 で あり
,

課題 と

して 挙 げ ら れ て い る と い う こ と は
, 健康相談の 場 が対象

者 の 生 活 の 場 か ら離れ て い る た め
,

生 活を把握す る こ と

の 困難 さ を示 して い る と考え る ｡

2 ) 各健康相談の 場 に特徴的 な援助 の 展開

前項 の 健康相談の 原 則的な援助 の 展開 に加え て
, 結果

1 - 3 ) と 結果 2 - 3 ) に示 した
, 各健康相談 の 場 に特

徴的な知見の カ テ ゴ リ
ー か ら

, 各健康相談の 場 に特徴的

な援助 の 展開が な さ れ て い る こ と が 読み 取れ る｡

例え ば
, 国内 の 医療施設 で は

, 〔療養 に 関す る 相談 へ

の 支援〕 と い う療養を生 活 に組込む た め に援助 が必要な

事柄を明 らか に し, 〔前向きに療養を生活 に組 み 込 む 援

助の 実施〕 を し, そ の 結果, 〔安心 した 療養 と
,

入院の

防止〕 そ し て
,

健康相談の 課題 と して
, 〔相談体勢

･ 地

域と の 連携強化 と情報 の 充実〕 と い う在宅療養指導 を強

化す る こ と が ある
｡

つ まり
,

医療施設の 健康相談 は
, 原則的な援助 の 展開

に
,

次の 特徴的な援助の 展開が 加 わ っ て い る ｡ 療養を生

活 に組込 む た め に援助が 必 要 な事柄 を 明ら か に し
,

前向

き に療養を生 活 に組 み 込 む援助を実施す る｡ そ の 結果
,

安心 し て 在宅療養が 継続 で き
,

入院を防止 で きる ｡ そ し

て
,

健康相談の 課題と して
, 在宅療養指導 を強化す る こ

とが ある
｡

国内の 医療施設 に お け る 健康相談の 対象者 の 特性 と

して
,

病気 と 共 に生き て お り 1
, 多く は医療的な処置 が

行 わ れ る こ と が あ る 9 ･ 11
｡ 従 っ て

, 患者や 家族 が療養

行動 を生 活 に組込 む こ と を支援 した り 2
, 闘病生 活を前

向き に送 る こ と を支援 したり 9
, 安心 し て 在宅療養 が継

続 で き
,

再入院 を最小 限 に し, Q P L を高 め る こ と 2 が
,

看護の 目的 ･ 役割 と なる
｡ また

,
在院 日数 の 短縮 と い う

社会的背景 か ら
,

医療機関 にお け る在宅療養指導 を強化

す る 必 要性 が あ る3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 ｡ 従 っ て
,

上 記 の ような

健康相談 の 展開 は
,

国内の 医療施設 に お け る 看護の 役割

と社会的背景を反映 し て い る と考える
｡

同様 に して
,

国内外の 各健康相談の 場 に お い て
, 原則

的な援助 の 展開 に, 各健康相談 の 場 に お け る 看護の 役割

と社会的背景 を反映 し た特徴的な援助の 展開が 加 わ っ て

い る こ と が 読み 取 れ た｡

国内の 産業の 場 で は
,

健康 と労働 の 調和を図 る た め に

援助 が 必 要 な事柄 を明 ら か に し
, 組織的 に健康支援活動

を 実施する ｡ 学校 で は
, 心身の 発達を踏まえて 援助が 必

要な事柄を明 ら か に し, 成果と して
, 関係者と の 有機的

な 連携 が確 立 が 得 ら れ る
｡ 健康相談の 改善 に向 け て

, 心
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身の 発達 や生 活状況 に即 し た援助 の 提供 と い う課題が あ

る｡ 公 衆衛生 で は
, 育児支援や 疾痛予防に 関 して 援助が

必 要な事柄を明 らか に し, 問題 を早期発見 し
,

個人の 問

題 を家族 ･ 地 域 へ 発展 さ せ て 援助 を提供 し, そ の 結果
,

家族全体 の 健康問題 が 改善 し たり地域全体 の 疾病予防が

で き る｡ 健康相談の 課題 と して
, 個人 ･ 家族 の エ ン パ ワ

メ ン ト
, 専門機関と の 連携 , 地 域特性を踏まえた 事業の

強化が あ る｡

海外 の 健康相談 で は
, 社会的背景 を 強く反映 し て 援

助 が 展開さ れ て い る こ と が 読 み 取 れ た ｡ 医療施設 に お

い て は
,

フ ィ ン ラ ン ドで は
, 公衆衛生 法制定後 に生 活

習慣病 に 関す る健康教育や 健康相談が 強化 さ れ た3 9 , と

い う社会的背景か ら
, 対象者を エ ン パ ワ メ ン 卜す る と い

う看護職 の 役割も強化 が 求め られ た36 ｡ 対象者 の 主体的

な参加を促す た め に援助 が 必 要な事柄 を明 ら か に し
,

対

象者を エ ン パ ワ メ ン トす る会話の 技術 を駆使 し て 援助 を

実施 して い る
｡ 健康相談の 課題 と し て , 対象者 の エ ン パ

ワ メ ン ト に向 け て 気質に応 じた 会話の 技術 を開発す る こ

と が ある ｡

一

方 , 英国で は
, 看護職者が ス ク リ

ー

ニ ン グ

を実施する35 と い う役割 を 反映 して
,

専門 的 な検査 と説

明や 教育 を実施 し
, 疾病 の 早期発見と い う成果を得 て い

る ｡ 米国の 産業 ･ 学校 ･ 公衆衛 生 の 場 にお ける 健康相談

で は
, 人種差別 や青年期 の 傷害事件の 多発と い う社会的

背景4 2 - 4 6 .4 8 .4 9 を 反映 して
, 人種 や民族の 異な る 住民 の

疾病
･

障害予防 や, 青年期 の 高校 生 の 傷害事件防止 に 関

連す る援助が 必 要な事柄を明 ら か に し て い る o そ して
,

人種 や 民族の 異 な る住民 へ の 健康相談も含め た 保健医療

サ ー ビ ス の 改善 ･ 青年期 の 傷害事件予防の た め の 健康相

談
･

教育の 充実と い う政策 と し て 取り組 み が 必 要 な事柄

を提言 して い る ｡ また
, 米国に は売薬 の 服用 が 多 い と い

う医療制度の 背景が あり47
,

こ れ を 反映し て
, 服薬と 飲

酒 の 弊害 に 関 して 教育を行 い
,

知識 の 習得 と い う成果を

得 て い る ｡ 信仰の 場 で は
,

信仰 と医療 の 架 け橋 と い う役

割 か ら , 疾病 の 予後や 医療行為 へ の 不安軽減 に つ い て 援

助 が必 要な事柄 を明 らか に し
,

祈り に よ る ス ピリ チ ュ ア

ル ケ ア を実施 して い る ｡ 課題 と し て
,

信仰 と医学 の 調和

を図 っ た相談が ある ｡ 米国の 産業 ･ 学校 ･ 信仰 の 場 に お

け る健康相談 に 関する研究は 各 一 文献 だ っ たが
,

人種差

別や 高校生 の 傷害事件多発な どの 社会的背景を特徴的に

示す知見 で あり
, 看護職 が予防的 に関わ る 機能や 社会 へ

の 提言 と い う課題 に つ い て 示唆 に富ん で い る ｡

2 . 健康相談における看護の 機能と課題

国内 ･ 海外の 各研究を総合す る と
,

健康相談の 対象者

には
, 妊娠中 ･ 乳幼児 か ら高齢者 ま で の 多様 な 発達段階

と
, 健康増進や 疾病予防 の 段階か ら終末期まで の 多様な

健康 レ ベ ル にあ る者が 含 ま れ る ｡

また
, 考察1 - 1 ) と 1 - 2 ) か ら

,
全健康相談の 場

に お け る 看護の 機能 は
,

次 の よう に なさ れ て い る こ と が
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読み 取 れ る ｡
つ まり, 健康相談の 原 則的 な援助の 展開を

基軸 と して
, 各健康相談の 場 にお け る 看護 の 目的 ･

役割

や 社会的背景を反映 した援助の 展開が付加 され る こ と に

よ っ て
,

全体 と し て 機能 して い る
｡

健康相談 の 原 則的 な援助 の 展開と は
,

考察1 - 1 ) で

示 した 通 り で あ る｡ 各健康相談の 場 に お け る看護の 目

的 ･

役割 や社会的背景を反映 し た援助 の 展開と は
,

考

察 1
- 2 ) か ら次の よう に まと め ら れ る

｡ 対象者 が各自

の 発達段階を踏まえ て
, 療養

･

介護 ･ 育児等の 対象者自

身や 家族 へ の ケ ア を行う方法を, 労働 や 学業な どを含め

た社会生 活や
, 医療制度や 治安等 の 環境条件と調和を図

りな が ら実施 で きる た め に
, 援助 が必 要 な 事柄を 明らか

に し
,

本 人 ･ 家族が 主体的に解決 で きる 方法 を見出す こ

と を援助する ｡ また
, 援助 に あたり

,
健康相談の 場の 特

性 に応 じて
,

地 域全体 の 問題 へ 発展 さ せ て 援助 を行う ｡

そ の 結果, 対象者 の 在宅生 活 を継続す る こ と が で きた

り
,

地域住民全体 の 疾痛予防が で き る｡ そ して
,

健康相

談の 技術の 改善の み な らず, 対象者が 生 活 の 場 に戻 っ て

か ら
,

よ り自分ら し い 生活が 営め る た め の 条件作りと し

て
,

医療
･

福祉制度等の 政策 と し て 取り組 みが 必 要 な健

康問題 に関する提言する ｡

看護 の 対象者 の 生 活 は地 域社会 の 影響を受 け て 営ま

れ て い る ｡ 生 活と は
,

生 存や 自己実現 な どの 基本的 ニ ー

ドを満 た すた め の
, 療養

･

介護 ･ 育児等 の 自己や 家族 へ

の ケ ア を含め た行為 で あり, 行為の
一

連 の 流 れが 生 活を

生 み 出す と い う結果で もある
｡ そ して

,
看護職者 は

,
対

象者 が 自分 ら し い 生 活 を営む こ と を援助す る｡ 健康相談

にお い て は
, 前述 の よう に

, 原則的な援助の 展開に加え

て
, 各健康相談の 場 に お け る看護の 目 的 ･ 役割や社会的

背景 を反映 し た援助 を展開する こ とを通 じて
,

労働 や学

業な どを含め た社会生 活 や , 医療制度 や 治安等の 環境条

件と 調和を図り つ つ
, 自分 ら し い 生 活 が営 む こ と が で き

る よ う に機能 して い る と い え る｡

つ まり, 健康相談 にお け る看護 の 機能 と して
,

次の こ

と が 明 らか にな っ た
｡ 多様な発達段階 と健康 レ ベ ル にあ

る対象者が
, 社会生 活や 環境条件 と調和 を 図りなが ら自

分 ら し い 生 活 を営む た め に
, 本人 ･ 家族 に支援が 必 要な

事柄を明 らか に し
, 信頼関係を構築 し つ つ

,
本人 ･ 家族

が主体的 に解決で きる 方法を見出す こ と を援助す る｡ 援

助 の 際 に は
, 健康相談 の 場 の 特性 に応 じて

,
本人 ･ 家

族,
ま た は地域全体 の 健康問題 へ と 発展 させ て 援助す

る｡ そ の 結果, 本人 ･ 家族の 健康状態 や 生 活習慣が 改善

し
,

生 活 が維持 さ れ, さ ら に は
,

地域住民全体の 疾病予

防が で きる｡

課題 と し て
, 健康相談技術 の 改善に 向け た 生活実態 の

把握と 実行可能な対処方法 の 検討
,

及び
,
社会的条件 の

改善 に向 け て 健康問題を政策 へ 提言す る こ と が あげら れ

る ｡
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y
h e alth c ar e p e rs o n n el i n Fi nl a n d : a

n a tio n al s u r v ey .
P ati e n t E d u c a tio n a n d C o u n s eli n

g
･ 3 0( 1) : 6 1 I

7 0
,
1 9 9 7 .

4 1) M iil u n p al o S ･ L ai t a k a ri J ･ V u o r i I I S tr e n
g th s a n d w e ak n e s s e s

i n h e al th c o u n s eli n g i n F in ni sh p
ri m a r

y
h e alth c a r e . P a ti e n t

E d u c atio n a n d C o u n s elin
g .

2 5 (3) = 3 1 7 - 2 8
,
1 9 9 5 I

4 2) D e m b e A E . S a v ag e a u J A . Am i c k B C III
. a n k s S M ･ 0 鮎 e

-

b a s e d

m e d i c al c a r e fo r w o rk- r el a t e d c o n diti o n s : 丘n d i n
g s f r o m th e

N a ti o n al An b ul at o ry M e di c al C a r e S u r v e y ,
1 9 9 7 - 1 9 9 8 1J o u r n al

o r O c c u p ati o n al a n d E n v ir o n m e n t al M e d ici n e ･ 4 4 (1 2) : 1 1 0 6 -
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1 8
,
2 0 0 2 .

4 3) K ulig J . V ^ e n ti n e J . G ri 触h J . R u th h a 乞e r R , P r e d ic tiv e m o d el o f

w e a p o n c a rr y i n g a m o n g u rb a n h igh s ch o ol st u d e n ts: r e s ul ts a n d

v alid ati o n .J o u r n al o f A d ol e s c e n t H e al th . 2 2 (4) : 3 1 2
-

9
,
1 9 9 8 .

4 4) R . L . A ili n g e r R . A r m s t r o n g N . N g u y e n : L a ti n o i m m i
g

r a n t s

'

k n o w l e d g o f t u b a r c ul o s is
,
P u bl c H e al th N u rs in g 2 1( 6) : 5 1 9 -

5 2 3
,
2 0 0 4 .

4 5) R . L . A ili n g e r R . A r m s t r o n g N . N g u y e n : Am e ri c a n s

'

kn o w l ed g

a n d P e r c eiv e d R isk of t u b a r c ul o sis
,
P u bl c H e alth N u rsi n g 20( 3) :

2 1 1 - 2 1 5
,
2 0 0 3 .

4 6) C lie n t - P r o f e s si o n al I n te r a cti o n a n d L e v el o f P a rti cip at io n i n

C o m m u n ity- D w elli n g A fric a n An e ric a n O l d er A d ultsy : T e sti n g

a M id d l e- R a n g e

′

m e o r y D e r iv e d F r o m C O X
`

s I n t e r a cti o n

M o d el o f C li e n t H e al th B e h a vi o r
,
T h e U n iv e rs l ty O f T e n e s e e

,

P h . D . 2 0 0 2 .

4 7) E lia s o n M J ･ S k in s t ad H .: D r u g & al c oh ol in te r v e n ti o n fo r old e r

w o m e n : a p il o t st u dy ･
, J o u m al o f G e r o n t ol o gi c al N u rs in

g
･ 2 7(1 2) : 18

- 2 4
,
2 0 0 1 .

4 8) H e d b e r g V A . K l ei n J D . A n d r e s e n E . H e alt h c o u n s eli n
g

i n

a d ol e s c e n t p r e v e n tiv e visit s: e ff e cti v e n e s s
)
c u r r e n t p r a c tic e s

,
a n d

q u ality m e a s u r e m e n t .J o u r n al o f A d ol e s c e n t H e alth . 2 3(6) : 34 4

- 5 3
,
1 9 9 8 .

4 9) J ･ R e is D ･ R o b i n s o n V . An d e r s o n : An I n n n e r
- C ity C o m m u nit y

'

s

P e r sp e c tiv e o n I n f a n t M o rt ality a n d P r e n a tal C a r e . P u bi c H e al th

N u rs in g 9( 4) : 2 4 8
-

2 5 6
,
1 9 9 2 .

50) C h a s e
- Zi ol e k M ･ I ris M ･: N u rs e s

'

p
.

e r sp e ctiv e s o n th e dis ti n c tiv e

a s p e c t s o f p r o vid i n g n u rs l n g C a r e l n a C O n g r e g a ti o n al s e t tln g ･

J o u r n al o f C o m m u ni ty H e d th N u rsi n g . 1 9 (3) :1 7 3 - 8 6
,
2 0 0 2 .

LI T E R A T U R E R E ⅥE W I N V E S T I G A TI N G N U R SI N G F U N C TI O N S A N D C H A L L E N G E S I N H E A I:T H C O U N S E LI N G

M iki M a r u ta n i

G r a d u a t e S c h o ol o f N u r si n g ,
C hib a U ni v e r si ty

K E Y W O R D S :

h e al th c o u n s eli n g , n u r s l n g fu n c ti o n
,
n u rs i n g C h alle n g e , li t e r a t u r e r e vi e w

T h e p r e s e n t li t e r a tu r e r e vi e w ai m ed t o el u ci d a t e n u r si n g fu n c ti o n s a n d ch all e n g e s i n h e alth c o u n s eli n g ･

L it e r at u r e w a s g a th e r e d u si n g s e a r c h e s of Ig a k u c h u o u z a s s hi, a J ap a n e s e i n d e x o f m e di c al a r ti cle s ( 19 9 9 -2 0 04) ,

a n d th e C u m u la ti v e I n d e x t o N u r si n
g

a n d A lli e d H e alth Li t e r a t u r e ( C I N A H L
,
1 9 95 - 2 004) ･ R e s e a r c h q u e s ti o n s w e r e :

l) W h e r e w e r e th e p r e vi o u s st u di e s o f h e alth c o u n s eli n g ( th e s t u di e s) c o n d u c te d?; 2) w h a t fi n di n g s w e r e si m il a r

a m o n g e a ch s t u di e s?; a n d 3) w h a t fi n di n g s w e r e p a r ti c ul a r i n e a c h s t u di e s?

T h e f ollo w i n g r e s ults w e r e d e ri v e d fr o m 50 a rti cle s : 1) T h e s t u di e s w e r e c o n d u c t e d a t i n s ti t u ti o n s
,

w o r k sit e s
,

s c h o ol s
, p u bli c h e al th fa cili ti e s

,
a n d r eligi o u s i n s ti t u ti o n s; 2) C o m m n e n u r si n g fu n cti o n s w e r e t o a s s e s s h e alth n e e d s ,

t o p r o vi di e c a r e i n c o o p e r a ti o n , t o b e g o tt e n w ell-bi n g I n cl u di n g fa m ily m e m b e r s ･ A n d c o m m n e c h alle n g e s i n h e alth

c o u n s eli n
g

w e r e to a s s e s s p a ti e n ts lift st
y
l e m o r e c o n c r e t ely ･; 3) D ep e n di n

g o n n u r s e s

'

r ol e s a t e a c h l o c a ti o n
,
fi n di n g s

i n clu d e d d a t a o n h e alth n e e d s , n u r si n g a c ti o n s , o u tc o m e s o r n u r s l n g l n t e r V e n ti o n , a n d ch all e n g e s i n h e alth c o u n s eli n g ･

T hi s lit e r a t u r e r e v i e w d e m o n st r a t e d t h a t h e alt h c o u n s eli n g b e n efit s p a ti e n ts b y
r ei n fo r ci n g th ei r s elf- c a r e abiliti e s

a n d i m p r o v i n g th ei r h e alth st at u s ･ I n a d di ti o n
, th e li t e r a t u r e i n di c at e d th a t n u r s e s f a c e c h alle n

g
e s i n p r o vi di n g m o r e

i n di vid u ali z e d c a r e a n d i n a d v o c a tl n g th e p r e v e n ti o n o f s o ci al h e alth p r o bl e m s ･
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